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DuMA ニュースレター                                  ２０２５年 1２月２９日 

日本およびその周辺の広域地下天気図® 

 １１月１７日のニュースレターに続き、現在の気象庁の観測網で解析できる最大範囲の領域の解析で

す。今週号では１２月２６日時点の L タイプ地下天気図をお示しします。 

 

  本地下天気図で対象とするマグニチュードは７以上の地震です。また北海道沖に青い静穏化の異

常を見る事ができますが、山陰沖の異常ととともに、静穏化を計算するための地震数（過去の当該地域

で発生した地震の数）が少なく、精度の低い異常です。 

  現時点で M７を大きく超える地震発生の切迫性が高い状態とは今回の地下天気図解析からは言え

ないと考えています。 
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DuMAダッシュボード 

 １２月２９日時点のダッシュボードです。先週号でお知らせしたとおり、今回は新たに（Kk）の異常を追

加しました。なお房総沖のスロースリップに伴い発令しておりました異常（Aa）は今週から茨城県沖・千

葉県沖・房総半島の静穏化異常（Kk）に統合いたしました。また根室・釧路沖に発令しておりました

（Gg）の静穏化異常を有効期間満了という事で削除しました。 

 前回からコメント等が変更・追加された部分を太字で表現する事にいたしました。 
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